
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★県独自施策・目標関係

○がんは、我が国において１９８１年より死因第１位、Ｈ１８人口動態統計では約３３万人が死亡 

○がん医療の水準に地域間格差や施設間格差が見られ、放射線療法・化学療法の提供体制等が不十分 

○質の高い療養生活を送るため、治療の初期段階からの緩和ケアの実施が必要 

○がんが依然として国民の生命及び健康にとって重大な課題 

＜がん対策基本法＞（H19.4.1施行） 

 ○がん予防及び早期発見の推進 

 ○がん医療の均てん化の促進等 

 ○研究の推進等 

 ※国は「がん対策推進基本計画」の策定 

  都道府県は「がん対策推進計画」の策定 

＜がん対策推進基本計画＞（H19.6.15閣議決定） 

○放射線療法及び化学療法の推進 

 並びに医療従事者の育成 

○治療初期段階からの緩和ケア実施 

○がん登録の推進 

○がんの予防・早期発見の推進 

○がん診療連携拠点病院の整備等 

○相談支援・情報提供の推進 

○がん研究の推進 

保健医療計画 

保健・医療・福祉の連携 生活習慣病の予防等 

背  景 

がん対策基本法施行等 

他の計画等と 

の関連・連携 

第１～３章≪基本的事項・現状≫

第 ４ 章≪全体目標と分野ごと施策の推進≫ 

第 ５ 章≪環境整備≫

地域ケア体制整備構想 

医療費適正化計画 

山形県がん対策推進計画（案） 

１ がんの予防の推進、２ がんの早期発見の推進 

３ がん医療の推進 

４ 医療機関の整備と地域医療連携、５ がん医療に関する相談支援・情報提供 

７ がんに関する研究 

６ がん登録の推進 

■全体目標    ～ 患者・家族の安心 ～ 

 がんによる死亡者の減少、 すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上 

○たばこ対策と生活習慣の改善 

 受動喫煙防止、禁煙支援、野菜等摂取促進等

○がん検診の普及啓発、精度管理・事業評価 

 検診の理解促進、受診勧奨 

 検診従事者の資質向上、検診精度の向上 

○放射線療法・化学療法推進、医療従事者育成

 ★山大がん診療リーダー等養成、研修会等 

○緩和ケアの推進、在宅医療の推進 

 研修会開催、在宅療養支援体制整備、 

★庄内地域の緩和ケアやまがたモデル開発 

○がん診療連携拠点病院の機能強化の推進 

 研修会開催、がん医療連携、相談支援等 

○地域医療連携体制の充実・強化 

 地域連携クリティカルパス整備の推進 

○相談支援・情報提供の充実・強化 

 相談員の研修、ＨＰ充実、パンフレット配付

○がん登録に関する理解の促進 

 県民・医師へのがん登録の普及啓発 

○院内がん登録の推進、がん登録の精度向上 

 院内がん登録把握、実務者研修会派遣 

 がん患者届出の促進、予後調査の推進 

○高度で先進的な医療等の推進 

 山大、県立病院等におけるがん研究の推進 

 国のがん研究への協力・支援 

★若年者の喫煙率の減少、★病院等敷地内禁煙

★がん検診受診率の向上 

・市町村がん検診の適切な精度管理等の実施 

・がん対策に資する研究成果の医療機関等へ

の提供 

★放射線・化学療法医療従事者数の増加 

・がん診療医師の緩和ケア基本的知識の習得

・家庭や地域での療養患者数の増加 

・５大がんの地域連携クリティカルパス整備

・国立がんセンター研修修了相談員の配置 

★がん患者、家族等への情報提供の推進 

・院内がん登録実施の医療機関数の増加 

★医療機関のがん患者届出数の増加 

目  標 

保健・福祉・医療の連携、関係機関等との連携、がん患者を含めた県民等の役割等 

○策定目的：がん対策の一層の推進、本県のがん対策の総合的かつ計画的な推進 

○基本理念：がん患者を含めた県民が、がんを知り、がんと向き合い、がんを克服

する社会の実現を目指します。 

○計画期間：平成２０年度～平成２４年度 ○がんの現状：がん死亡率・罹患率等

「 山 形 県 が ん 対 策 推 進 計 画 」 の 策 定 に つ い て 

 

予  防

早期発見

推  進

 

医  療

高 度 化

推  進

・メタボリックシンドローム

 該当者等の減少率の目標 

・特定健診・保健指導の実施

 率等の目標     等 

健康増進計画 

 

 

 

 

 

がん対策推進計画 

数値目標 

療養病床数、在宅サービス 

喫煙率、がん検診受診率 

特定健診・保健指導実施率等 

【重点課題】 

①たばこ対策（若年者向け喫煙の健康影響に関する普及啓発、受動喫煙防止、禁煙支援等） 

②がん検診の普及啓発（がん検診の理解促進、受診勧奨、受診率向上） 

③放射線療法・化学療法の推進、医療従事者の育成（東北がんＥＢＭ人材育成・普及推進事業等）

④緩和ケアの推進、在宅医療の推進（緩和ケアプログラムの地域介入研究 やまがたモデル開発等）

⑤相談支援・情報提供の充実・強化（がん患者・家族に分かり易い情報提供、相談員の研修受講等）

⑥がん登録の推進（がん登録の普及啓発、院内がん登録の推進、精度向上） 

「山形県がん対策推進計画」の策定

がん対策の総合的かつ計画的な推進 

○Ｈ１８人口動態統計では、がんは死因の第１位 

死因別割合２９％、死亡者数３,８３６人 

○死亡者数は、肺がん、胃がん、大腸がんが多い 

○地域がん登録 直近Ｈ１５データ７,６２９件症例

 胃がん:減少、大腸がん・肺がん・乳がん:増加傾向

○放射線療法、化学療法の専門的医療従事者が少ない

○治療初期段階から緩和ケア提供の体制整備が必要 

○在宅療養支援の連携体制の構築が必要 

○がん患者等への相談支援・情報提供の充実が必要 

 

本県の現状と対応 


